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一
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じ
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に

二 

　
第
四
次
中
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戦
争
以
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の
両
国
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、
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九
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三
年
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三
　
ア
ラ
ブ
の
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油
戦
略
の
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―
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ア
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ブ
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一
　
は
じ
め
に

　
ア
ラ
ブ
諸
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
間
の
第
四
次
中
東
戦
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
一
九
七
三
年
一
〇
月
一
七
日
、
イ
ラ
ク
を
除
く
ア
ラ

ブ
石
油
輸
出
国
機
構
（O

rganization of Arab Petroleum
 Exporting Countries: 

Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
石
油
相
た
ち
は
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
力
の

第
一
の
源
泉
で
あ
る
」
ア
メ
リ
カ
の
親
イ
ス
ラ
エ
ル
政
策
の
変
更
を
促
す
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
経
済
に
も
影
響
を
与
え
う
る
石
油
生
産
の

削
減
を
た
だ
ち
に
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し（
1
）た。

こ
の
石
油
生
産
削
減
措
置
に
加
え
て
、
ア
ラ
ブ
産
油
国
は
ア
メ
リ
カ
と
オ
ラ
ン
ダ
な
ど

に
対
し
て
石
油
禁
輸
措
置
を
発
動
し
た
。
こ
の
二
つ
の
政
策
か
ら
構
成
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
が
そ
の

石
油
資
源
を
政
治
的
目
的
に
利
用
し
た
最
も
際
立
っ
た
事
例
の
一
つ
と
し
て
今
日
ま
で
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
第
四
次
中
東
戦
争
時
の
ア
ラ
ブ
産
油
国
の
石
油
戦
略
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
主
と
し
て
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
を
中
心
に
語
ら
れ

る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
レ
ン
ツ
ォ
ウ
ス
キ
ー
（G. Lenczow

ski

）
は
、
石
油
禁
輸
の
実
施
が
ほ
と
ん
ど
の
ア
ラ
ブ
諸
国
よ

り
も
早
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
政
策
の
主
導
性
を
主
張（
2
）し、

ク
ア
ン
ト
（W

. Q
uandt

）
も
「
一
九
七
三
年

一
〇
月
の
戦
争
が
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
を
最
初
に
ア
ラ
ブ
の
名
の
も
と
に
『
石
油
武
器
』（oil w

eapon

）
を
使
う
の
を
先
導
す
る
土
俵

へ
連
れ
込
ん
だ
」
と
そ
の
先
導
性
を
主
張
し（
3
）た。

ニ
ブ
ロ
ク
（T. N

iblock

）
は
、
一
九
七
〇
年
以
降
の
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
エ
ジ
プ
ト

と
の
間
の
関
係
改
善
が
、
エ
ジ
プ
ト
が
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
に
戦
時
下
に
お
い
て
石
油
禁
輸
措
置
を
実
施
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を

容
易
に
し
、
結
果
的
に
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
が
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
ア
ラ
ブ
の
石
油
禁
輸
を
調
整
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い（
4
）る。

ヤ
ー
ギ
ン
（D. Yergin

）
も
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
フ
ァ
イ
サ
ル
（Fai ṣal bin 

‘Abd al-

‘Azīz

）
国
王
が
サ
ダ
ト
（A. al-Sādāt

）
大
統
領

に
説
得
さ
れ
た
結
果
、
石
油
戦
略
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
ほ
ぼ
同
様
の
見
方
を
示
し
て
い（
5
）る。
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
人
研
究
者
ア
ル
・
ソ

ウ
ェ
イ
ェ
グ
（A. al-Sow

eyegh

）
や
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
人
研
究
者
ア
リ
（S. Ali
）
も
、
端
的
に
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
が
石
油
戦
略
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を
先
導
し
た
と
主
張
し
て
い（
6
）る。

　
し
か
し
な
が
ら
、
石
油
危
機
当
時
の
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
政
策
に
注
目
が
集
ま
る
ば
か
り
で
、
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
の
果
た
し
た
役
割

が
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
確
か
に
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
第
四
次
中
東
戦
争
勃
発
寸
前
の
一
九
七
三
年
九
月
の

時
点
で
ア
ラ
ブ
世
界
の
約
四
三
％
の
石
油
を
生
産
し
て
い
た
大
産
油
国
で
あ
り
、
こ
の
国
が
石
油
戦
略
に
参
加
し
な
い
限
り
そ
の
政
策
の

効
果
は
著
し
く
小
さ
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
残
り
の
五
七
％
の
石
油
を
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
が
生
産
し
て
い
た
こ
と
も

事
実
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
国
の
動
向
も
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
全
体
を
考
察
す
る
上
で
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ（
7
）る。
中
で

も
、
当
時
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
に
次
い
で
ア
ラ
ブ
世
界
の
第
二
位
の
石
油
生
産
国
で
あ
っ
た
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
、
そ
の
石
油
政
策
に
つ
い
て

は
今
ま
で
あ
ま
り
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
渥
美
堅
持
は
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
が
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
社
会
状
況
を
中
心
に
論
述
す

る
に
留
ま
り
、
具
体
的
な
外
交
政
策
に
ま
で
考
察
を
加
え
な
か
っ（
8
）た。

筆
者
は
、
一
九
七
三
年
一
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
外

交
を
検
討
す
る
中
で
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
が
ア
ラ
ブ
の
共
通
石
油
政
策
形
成
に
果
た
し
た
役
割
を
論
じ
た
が
、
こ
の
分
析
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
の

み
焦
点
を
置
く
あ
ま
り
、
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
の
石
油
戦
略
を
巡
る
相
互
関
係
な
ど
を
十
分
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
ア
ラ
ブ
域
内
政
治
の
中
心
た
る
エ
ジ
プ
ト
や
、
米
ソ
関
係
を
含
め
た
国
際
環
境
が
そ
の
外
交
に
ど
う
影
響
を

与
え
た
か
と
い
う
点
も
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
役
割
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
は
必
ず
し
も
成
功
し
て
い

な
か
っ
た
。
加
え
て
、
対
象
時
期
も
短
く
、
一
九
六
七
年
の
第
三
次
中
東
戦
争
が
中
東
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
や
石
油
戦
略
が
発
動
さ
れ

た
後
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
い
な（
9
）い。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
国
際
環
境
な
ど
に
留
意
し
つ
つ
、
従
来
か
ら
の
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
の
主
導
者
と
見
ら
れ
た
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア

と
、
当
時
ア
ラ
ブ
第
二
の
産
油
国
で
あ
っ
た
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
双
方
の
石
油
政
策
を
合
わ
せ
て
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石
油

政
策
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。
以
下
で
は
ま
ず
第
四
次
中
東
戦
争
が
勃
発
す
る
前
の
時
期
の
両
国
の
石
油
外
交
を
検
討
し
（
第
二

章
）、
次
に
第
四
次
中
東
戦
争
が
勃
発
し
、
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
が
発
動
さ
れ
、
そ
れ
が
先
鋭
化
す
る
過
程
に
お
け
る
両
国
の
石
油
政
策
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を
明
ら
か
に
す
る
（
第
三
章
）。
そ
し
て
、
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
が
日
本
や
欧
米
諸
国
と
の
外
交
を
通
じ
て
徐
々
に
弱
ま
り
、
次
第
に
終

息
し
て
い
く
過
程
に
お
け
る
両
国
の
石
油
政
策
を
明
ら
か
に
し
（
第
四
章
）、
総
括
を
行
う
（
第
五
章
）。

二
　
第
四
次
中
東
戦
争
以
前
の
両
国
の
外
交
、
一
九
七
〇
年 

―
一
九
七
三
年
九
月

　
一
九
六
七
年
六
月
の
第
三
次
中
東
戦
争
時
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
な
ど
の
ア
ラ
ブ
の
産
油
国
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
戦
争

中
に
支
援
し
た
と
エ
ジ
プ
ト
に
よ
っ
て
名
指
し
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
石
油
禁
輸
措
置
を
発
動
し
、
そ
の
措
置
は
イ
ス

ラ
エ
ル
が
戦
争
で
侵
略
し
た
土
地
か
ら
撤
退
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
権
利
（
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
に
帰
還
し
自
ら
に
自
決
権
の
あ
る
政
府
を
作
る
こ

と
）
が
回
復
す
る
ま
で
続
く
と
さ
れ
）
10
（

た
。
し
か
し
、
禁
輸
措
置
に
伴
う
急
激
な
石
油
収
入
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、
ア
ラ
ブ
産
油
国
の
経
済

は
急
速
に
悪
化
し
、
八
月
末
か
ら
九
月
初
頭
に
ハ
ル
ツ
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
ア
ラ
ブ
首
脳
会
議
に
て
石
油
禁
輸
措
置
の
廃
止
が
決
ま
っ
た
。

そ
の
代
わ
り
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
リ
ビ
ア
の
三
カ
国
は
そ
れ
ぞ
れ
五
○
億
ポ
ン
ド
、
五
五
億
ポ
ン
ド
、
三
〇
億
ポ
ン

ド
の
資
金
を
戦
争
で
被
害
を
受
け
た
エ
ジ
プ
ト
（
九
〇
億
ド
ル
）
と
ヨ
ル
ダ
ン
（
四
五
億
ド
ル
）
に
供
与
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
）
11
（
た
。
同
時
に
、

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
の
間
の
最
大
の
懸
念
で
あ
っ
た
イ
エ
メ
ン
内
戦
終
息
に
向
け
た
合
意
も
取
り
結
ば
れ
、
両
国
の
関
係
は

急
速
に
改
善
に
向
か
っ
た
。

　
他
方
で
、
国
内
に
大
き
な
パ
レ
ス
チ
ナ
人
社
会
を
抱
え
る
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
事
情
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
第
三
次
中
東
戦
争
後
に
イ
ス
ラ
エ

ル
が
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
と
ガ
ザ
地
区
を
占
領
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
更
に
多
く
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
流
入
し
、
そ
の

数
は
一
九
七
〇
年
の
人
口
調
査
で
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
人
口
の
約
二
割
（
十
二
万
五
〇
〇
〇
人
）
に
達
し
）
12
（
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
石
油
産
業

な
ど
の
労
働
者
、
官
僚
、
新
聞
記
者
、
学
校
教
員
な
ど
で
働
き
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
世
論
形
成
に
も
一
定
の
影
響
力
を
保
持
し
て
い
）
13
（

た
。
ま

た
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
は
国
民
議
会
が
あ
り
、
二
一
歳
以
上
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
人
男
性
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
五
〇
人
の
議
員
の
中
で
も
、
ハ
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テ
ィ
ー
ブ
（A. Kha ṭīb

）
議
員
が
率
い
る
左
派
系
の
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
運
動
に
所
属
す
る
議
員
は
政
府
の
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
へ

の
関
与
に
批
判
的
な
立
場
を
と
る
人
々
か
ら
も
支
持
を
得
て
い
）
14
（

た
。
こ
う
し
た
国
内
事
情
か
ら
、
ハ
ル
ツ
ー
ム
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
首
脳
会

議
で
石
油
禁
輸
の
解
除
が
決
定
し
た
後
も
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
政
府
高
官
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
を
非
難
す
る
発
言
は
続
い
た
。
一
九
六
八
年
二

月
に
は
ジ
ャ
ー
ビ
ル
（Jābir al-A

ḥm
ad

）
皇
太
子
兼
首
相
が
「
共
通
の
敵
」、
す
な
わ
ち
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
峙
す
る
た
め
に
「
す
べ
て
の

も
の
を
犠
牲
に
す
る
」
覚
悟
が
あ
る
と
述
べ
、
サ
バ
ー
フ
（Sabā ḥ al-A

ḥm
ad

）
外
相
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
す
べ
て
の
資
源
と
潜
在

力
」
を
ア
ラ
ブ
人
の
権
利
の
回
復
の
目
的
の
た
め
に
行
使
す
る
と
述
べ
）
15
（
た
。
サ
ア
ド
（Sa

‘d al-

‘Abd al-Allāh

）
国
防
相
は
、「
イ
ス
ラ
エ

ル
の
占
領
に
対
し
て
戦
う
パ
レ
ス
チ
ナ
抵
抗
戦
士
の
聖
戦
を
激
賞
す
る
」
と
述
べ
、
ヨ
ル
ダ
ン
な
ど
を
拠
点
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
ゲ

リ
ラ
攻
勢
を
仕
掛
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
組
織
を
支
持
し
）
16
（
た
。
一
九
六
九
年
一
〇
月
に
は
サ
バ
ー
フ
（Ṣabā ḥ al-Sālim

）
首
長
が
、
ク

ウ
ェ
ー
ト
政
府
な
ら
び
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
民
は
ア
ラ
ブ
軍
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
よ
る
自
己
防
衛
の
た
め
の
闘
争
を
ク
ウ
ェ
ー
ト
が
「
保
持

す
る
す
べ
て
の
手
段
」
に
よ
っ
て
引
き
続
き
支
援
す
る
と
述
べ
、
何
ら
か
の
行
動
に
出
る
こ
と
を
匂
わ
せ
）
17
（
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
批
判
は
、
石
油
を
武
器
と
し
て
使
用
す
る
と
い
う
文
言
に
ま
で
は
ま
だ
発
展
し
な
か
っ
た
。

一
九
七
〇
年
三
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
石
油
関
係
者
な
ど
が
集
ま
っ
た
第
七
回
ア
ラ
ブ
石
油
会
議
（Arab Petroleum

 Congress

）
で
パ

レ
ス
チ
ナ
代
表
が
「
パ
レ
ス
チ
ナ
支
援
の
た
め
に
ア
ラ
ブ
の
石
油
輸
出
に
対
し
て
税
金
を
か
け
る
べ
き
」
と
い
う
案
を
提
出
し
、
タ
リ
ー

キ
ー
（
‘A. al- Ṭarīkī

）
元
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
石
油
相
も
ア
メ
リ
カ
の
石
油
利
権
を
国
有
化
す
べ
き
と
い
う
強
硬
な
案
を
提
出
し
）
18
（
た
。
こ

の
時
で
も
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
ア
テ
ィ
ー
キ
ー
（
‘A. Atīqī

）
石
油
相
は
、
石
油
は
富
の
源
泉
で
あ
り
、
武
器
と
し
て
使
う
の
は
我
々
に
と
っ

て
利
益
で
は
な
い
と
述
べ
、
こ
れ
に
反
発
し
）
19
（

た
。
彼
は
ま
た
、「
も
し
石
油
の
流
れ
が
止
ま
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
（
ク
ウ
ェ
ー
ト
石
油

に
依
存
し
て
い
る
）
割
合
だ
け
影
響
を
受
け
る
が
、
我
々
に
対
す
る
害
は
そ
れ
よ
り
大
き
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
冷
静
な
情
勢
判
断
を
述
べ
、

こ
う
し
た
急
進
的
な
動
き
を
制
止
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
石
油
収
入
の
確
保
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
や
そ
の
他
の
ア
ラ
ブ
の
産
油
国
に

と
っ
て
焦
眉
の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
反
イ
ス
ラ
エ
ル
姿
勢
を
強
め
よ
う
と
い
う
動
き
は
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
優
勢
で



法学政治学論究　第97号（2013.6）

40

は
な
か
っ
た
。

　
そ
の
一
方
で
ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
兵
器
供
給
を
継
続
し
、
そ
の
度
に
ア
ラ
ブ
諸
国
の
反
発
を
買
っ
た
。
一
九
六
八
年
に
ジ
ョ

ン
ソ
ン
（L. Johnson

）
米
大
統
領
は
、
飛
行
航
続
距
離
が
長
い
フ
ァ
ン
ト
ム
戦
闘
爆
撃
機
の
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
売
却
を
発
表
）
20
（
し
、
一
九

七
〇
年
に
も
武
器
の
供
与
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
サ
バ
ー
フ
外
相
は
、
一
九
七
〇
年
六
月
一
〇
日
に
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
駐
在
ア
メ

リ
カ
大
使
お
よ
び
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
ク
ウ
ェ
ー
ト
大
使
を
通
じ
て
懸
念
を
表
明
し
）
21
（

た
。
ジ
ャ
ー
ビ
ル
首
相
も
六
月
二
四
日
に
「
我
々
は
、

い
ま
だ
に
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
持
し
、
そ
の
ア
ラ
ブ
の
領
土
に
対
す
る
侵
略
と
占
領
の
継
続
を
奨
励
す
る
国
々
の
利
益
に
対
し
て
一
致
し
た

ア
ラ
ブ
の
態
度
（m

awqif 
‘Arabī

）
を
と
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
た
」
と
対
抗
姿
勢
を
見
）
22
（

せ
、
親
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
に
対
し
て
何

ら
か
の
措
置
を
行
使
し
得
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
た
。
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
民
議
会
が
一
九
七
一
年
四
月
に
採
択
し
た
決
議
の
中
で
、「
イ
ス
ラ

エ
ル
を
依
然
と
し
て
支
持
し
続
け
る
国
」
と
し
て
特
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
）
23
（

ら
、
当
時
の
ク

ウ
ェ
ー
ト
政
府
の
非
難
の
矛
先
は
概
ね
こ
れ
ら
の
国
々
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
間
で
一
九
七
〇
年
七
月
に
停
戦
を
実
現
す
る
中
、
ヨ
ル
ダ
ン
で
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
ゲ
リ
ラ
組
織
と
政

府
軍
と
の
間
で
衝
突
が
続
い
て
い
た
。
次
第
に
勢
力
を
伸
ば
す
パ
レ
ス
チ
ナ
側
の
組
織
に
脅
威
を
持
っ
た
政
府
軍
は
一
九
七
〇
年
九
月
に

パ
レ
ス
チ
ナ
人
組
織
を
弾
圧
し
、
い
わ
ゆ
る
「
黒
い
九
月
」
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
結
果
パ
レ
ス
チ
ナ
人
ゲ
リ
ラ
が
壊
滅
的
被
害
を
受

け
、
ま
た
多
数
の
犠
牲
者
が
生
じ
た
た
め
、
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
は
こ
の
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
の
行
動
を
非
難
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構

（Palestine Liberation O
rganization: 

Ｐ
Ｌ
Ｏ
）
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
支
部
も
こ
れ
を
受
け
て
ク
ウ
ェ
ー
ト
内
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
対
し
て
ヨ
ル

ダ
ン
へ
の
財
政
支
援
を
止
め
さ
せ
る
た
め
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
施
を
求
）
24
（

め
、
サ
バ
ー
フ
首
長
は
「
パ
レ
ス
チ
ナ
人
部
隊
の
行
動
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
い
う
敵
に
対
す
る
ア
ラ
ブ
の
闘
争
の
前
衛
と
し
て
我
々
の
最
大
限
の
支
援
を
受
け
る
だ
ろ
う
。﹇
…
…
﹈（
ヨ
ル
ダ
ン
に
お
け

る
）
紛
争
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、（
ク
ウ
ェ
ー
ト
政
府
は
ヨ
ル
ダ
ン
へ
の
）
財
政
支
援
を
一
時
停
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
、

ヨ
ル
ダ
ン
へ
の
財
政
支
援
を
打
ち
切
っ
）
25
（

た
。
ジ
ャ
ー
ビ
ル
首
相
も
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
満
足
さ
せ
な
い
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
す
る
す
べ
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て
の
解
決
策
を
拒
否
す
る
と
述
べ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
に
立
っ
た
立
場
を
確
認
し
）
26
（
た
。
た
だ
し
、
そ
の
後
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
セ
ル
（G. 

N
ā ṣir

）
大
統
領
の
仲
介
に
よ
っ
て
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
組
織
の
間
で
停
戦
合
意
が
結
ば
れ
た
後
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
ヨ
ル
ダ

ン
へ
の
援
助
を
再
開
し
た
。

　
こ
の
両
者
の
仲
介
を
し
た
直
後
に
ナ
セ
ル
大
統
領
は
心
臓
発
作
の
た
め
に
他
界
し
、
後
任
と
し
て
サ
ダ
ト
が
大
統
領
に
就
任
し
た
。
当

初
ナ
セ
ル
大
統
領
ほ
ど
の
カ
リ
ス
マ
性
が
な
く
権
力
基
盤
も
弱
か
っ
た
サ
ダ
ト
大
統
領
は
、
権
力
基
盤
を
固
め
る
た
め
に
一
九
七
一
年
五

月
に
ソ
連
と
近
い
サ
ブ
リ
ー
（
‘A. Ṣabrī

）
副
大
統
領
ら
を
解
任
し
た
。
し
か
し
、
エ
ジ
プ
ト
は
「
戦
争
で
も
平
和
で
も
な
い
状
態
」
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
経
済
的
に
も
疲
弊
し
続
け
て
い
た
。
ま
た
サ
ダ
ト
大
統
領
の
政
策
へ
の
不
満
か
ら
学
生
運
動
が
エ
ジ
プ
ト

国
内
で
激
し
さ
を
増
し
て
い
）
27
（
た
。
サ
ダ
ト
大
統
領
は
七
月
に
、
エ
ジ
プ
ト
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
間
の
消
耗
戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
停
戦
協
定

に
は
縛
ら
れ
な
い
と
述
べ
、
こ
の
年
（
一
九
七
一
年
）
が
戦
争
の
年
に
な
る
だ
ろ
う
と
宣
言
し
）
28
（

た
。
実
際
に
は
こ
の
時
に
戦
争
は
勃
発
し

な
か
っ
た
）
29
（
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
指
導
者
が
近
い
将
来
再
び
戦
争
に
打
っ
て
出
よ
う
と
す
る
意
志
は
内
外
に
伝
わ
っ
た
。

　
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
は
、
第
三
次
中
東
戦
争
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
下
に
な
っ
た
こ
と
を
深

く
憂
）
30
（
え
、
ま
た
同
様
に
宗
教
的
要
素
を
否
定
す
る
共
産
主
義
を
忌
避
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
は
一
九
五
五

年
に
第
一
回
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
会
議
で
面
会
し
て
以
来
の
仲
で
あ
る
サ
ダ
ト
大
統
領
）
31
（

に
、
ソ
連
の
影
響
下
か
ら
脱
す
る
よ
う
一
九
六
七
年

の
ハ
ル
ツ
ー
ム
の
ア
ラ
ブ
首
脳
会
談
で
働
き
か
け
）
32
（
た
。
ま
た
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
国
防
相
は
エ
ジ
プ
ト
を
訪
問
し
、
ソ
連
人
を
エ
ジ
プ

ト
か
ら
追
放
す
る
よ
う
サ
ダ
ト
大
統
領
に
働
き
か
け
）
33
（

た
。
折
し
も
一
九
七
二
年
五
月
に
は
モ
ス
ク
ワ
で
米
ソ
の
首
脳
会
談
が
開
催
さ
）
34
（

れ
、

中
東
情
勢
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
、
す
な
わ
ち
第
三
次
中
東
戦
争
で
イ
ス
ラ
エ
ル
が
得
た
領
土
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
で
両
大
国
の
利

害
が
一
致
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
国
内
で
現
状
へ
の
不
満
が
く
す
ぶ
る
エ
ジ
プ
ト
は
こ
の
状
態
を
放
置
で
き
ず
、
つ
い
に
一
九
七
二
年

七
月
に
は
エ
ジ
プ
ト
は
国
内
に
い
た
ソ
連
の
軍
事
顧
問
団
約
一
万
五
〇
〇
〇
人
を
追
放
し
）
35
（

た
。
こ
の
行
動
は
国
内
で
は
歓
迎
さ
れ
た
が
、

そ
れ
も
一
時
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
引
き
続
き
「
戦
争
で
も
平
和
で
も
な
い
情
況
」
に
不
満
を
持
つ
学
生
運
動
が
エ
ジ
プ
ト
国
内
で
高
揚
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し
）
36
（
た
。

　
一
九
七
二
年
の
夏
に
サ
ダ
ト
大
統
領
が
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
に
エ
ジ
プ
ト
の
政
治
目
的
の
た
め
に
石
油
供
給
を
操
作
す
る
よ
う
打
診
し
た

時
、
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
は
即
座
に
、
そ
れ
は
無
益
な
ば
か
り
か
「
そ
う
考
え
る
の
は
危
険
で
さ
え
あ
る
」
と
述
べ
て
反
対
し
）
37
（
た
。
サ
ウ

デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
一
九
六
七
年
の
第
三
次
中
東
戦
争
時
に
石
油
の
輸
出
量
を
制
限
し
た
が
、
自
国
の
石
油
収
入
と
石
油
市
場
を
失
い
、
そ

の
割
に
は
何
の
効
果
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
明
白
に
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
は
石
油
武
器
の
使
用
に
は
極

め
て
慎
重
な
態
度
で
い
た
。

　
他
方
で
、
一
九
六
七
年
の
時
点
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
変
化
が
国
際
石
油
市
場
に
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。
石
油
消
費
国
の
石
油

需
要
は
年
々
増
し
て
い
き
、
そ
れ
が
石
油
の
供
給
を
は
る
か
に
上
回
り
、
産
油
国
の
立
場
が
相
対
的
に
強
ま
っ
た
。
一
九
六
九
年
に
王
政

を
倒
し
た
カ
ダ
フ
ィ
ー
（M

. al-Q
adhdhāfī

）
政
権
の
リ
ビ
ア
が
一
九
七
〇
年
に
原
油
価
格
の
値
上
げ
に
成
功
し
、
一
九
七
一
年
に
は
テ

ヘ
ラ
ン
で
行
わ
れ
た
交
渉
も
妥
結
し
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
諸
国
の
石
油
価
格
も
大
幅
に
上
昇
し
た
。
一
九
七
三
年
初
頭
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
で

ガ
ソ
リ
ン
、
燃
料
油
不
足
な
ど
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
」
が
騒
が
れ
る
よ
う
に
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
対
す
る
不
安
感
は
徐
々
に
増

し
て
い
た
。

　
同
じ
頃
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
政
府
は
一
九
七
一
年
末
か
ら
そ
の
石
油
埋
蔵
量
に
対
し
て
深
い
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
七
一

年
末
か
ら
一
九
七
二
年
初
頭
に
か
け
て
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
石
油
埋
蔵
量
に
関
す
る
「
独
立
調
査
」
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
ク
ウ
ェ
ー

ト
に
は
三
五
〇
億
バ
レ
ル
の
埋
蔵
量
し
か
な
く
、
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
推
定
さ
れ
て
い
た
八
八
〇
億
バ
レ
ル
と
い
う
数
字
と
比
べ
て
極
め
て

少
な
い
数
値
だ
っ
）
38
（

た
。
こ
の
調
査
報
告
書
に
基
づ
い
て
、
国
民
議
会
議
員
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
石
油
は
現
在
の
世
代
が
生
き
て
い
る
間
に
使

い
尽
く
さ
れ
て
し
ま
う
と
非
難
）
39
（
し
、
こ
れ
を
受
け
て
ア
テ
ィ
ー
キ
ー
石
油
相
は
一
九
七
二
年
二
月
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
石
油
生
産
が
日
量
三

〇
〇
万
バ
レ
ル
を
超
え
な
い
よ
う
決
定
し
）
40
（

た
。
他
方
で
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
石
油
消
費
国
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
急
速
に
石
油
生

産
量
を
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
（
表
１
）。
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こ
の
産
油
国
と
消
費
国
の
立
場
の
逆
転
を
背
景
に
、
中
東
の
産
油
国
は
よ

り
多
く
の
利
益
と
操
業
権
を
国
際
石
油
資
本
か
ら
獲
得
し
よ
う
と
い
う
機
運

が
高
ま
っ
て
い
た
。
イ
ラ
ク
は
一
九
七
二
年
一
二
月
に
国
内
で
操
業
し
て
い

た
国
際
石
油
会
社
を
国
有
化
し
、
国
有
化
路
線
の
急
先
鋒
と
な
っ
た
。
他
方

で
、
同
月
に
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
国
有
化
と
は
異
な
り
国
際
石
油
会
社
の

経
営
に
徐
々
に
資
本
参
加
す
る
方
式
を
同
国
で
操
業
す
る
ア
メ
リ
カ
の
石
油

会
社
ア
ラ
ム
コ
と
調
印
し
、
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
八
二
年
に
か
け
て
段
階

的
に
資
本
参
加
率
を
二
五
％
か
ら
五
一
％
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
決
め

ら
れ
）
41
（

た
。
ま
た
ク
ウ
ェ
ー
ト
も
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
同
じ
資
本
参
加
の
路

線
を
選
択
し
、
一
九
七
三
年
一
月
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
で
操
業
す
る
ア
メ
リ
カ
の

石
油
会
社
ガ
ル
フ
と
イ
ギ
リ
ス
の
石
油
会
社
Ｂ
Ｐ
と
の
間
で
二
五
％
の
資
本

参
加
を
合
意
し
た
が
、
イ
ラ
ク
の
よ
り
急
進
的
な
国
有
化
の
動
き
に
影
響
を

受
け
た
国
民
議
会
議
員
は
こ
れ
で
は
不
十
分
だ
と
し
て
政
府
の
方
針
を
非
難

し
）
42
（
た
。

　
こ
の
よ
う
に
売
り
手
市
場
へ
と
変
化
し
た
国
際
石
油
市
場
と
、
サ
ダ
ト
大

統
領
が
積
極
的
に
戦
争
再
開
の
意
志
を
表
明
し
始
め
た
と
い
う
政
治
的
要
因

を
背
景
に
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
も
来
た
る
戦
争
に
お
い
て
石
油
を
武
器
と
し
て
使

う
と
い
う
意
志
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
っ
た
。
一
九
七
二
年
八
月
に
は
、
ク

ウ
ェ
ー
ト
外
務
省
の
次
官
が
、
紛
争
に
お
い
て
石
油
を
武
器
と
し
て
利
用
す

表１　サウディアラビア、クウェートの石油生産量（万バレル／日）

サウディアラビア クウェート 世界計

1967 年 260 230 3,700 

1968 年 280 240 4,030 

1969 年 300 260 4,370 

1970 年 360 270 4,780 

1971 年 450 290 5,030 

1972 年 570 300 5,290 

1973 年 730 280 5,760 

1974 年 820 230 5,790 

（注）サウディアラビア、クウェートの中立地帯から産出される石油は両国に半分ずつ
参入。

（出典）Gilbert Jenkins, Oil Economists’ Handbook (London: Applied Science Publish-
ers, 1984), pp. 44-45.
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44

る
政
策
を
表
明
し
た
）
43
（
が
、
更
に
重
要
な
次
の
声
明
が
サ
バ
ー
フ
首
長
に
よ
っ
て
一
〇
月
に
発
表
さ
れ
た
。

ク
ウ
ェ
ー
ト
は
こ
の
状
態
﹇
イ
ス
ラ
エ
ル
が
侵
攻
地
を
占
領
し
続
け
る
状
態
﹈
の
危
険
性
、
そ
し
て
占
領
下
に
あ
る
領
土
を
開
放
し
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の

権
利
の
完
全
な
回
復
の
た
め
に
、
明
確
に
手
段
と
義
務
が
規
定
さ
れ
た
統
合
さ
れ
た
計
画
の
枠
組
み
の
中
で
ア
ラ
ブ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（al-tāqāt al-

‘arabīyah
）
を
動
員
す
る
必
要
性
に
常
に
注
意
を
向
け
て
き
）
44
（
た
。

　
こ
の
声
明
で
用
い
ら
れ
た
「
ア
ラ
ブ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
表
現
は
、
そ
れ
ま
で
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
き
た
「
保
持
す
る
す
べ
て
の

手
段
」
の
行
使
と
い
う
表
現
と
比
べ
て
よ
り
具
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
石
油
の
政
治
的
利
用
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
他

方
で
、
ア
テ
ィ
ー
キ
ー
石
油
相
は
翌
月
に
「
石
油
を
政
治
的
冒
険
の
た
め
に
持
ち
込
む
の
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
石
油
武

器
の
使
用
に
関
し
て
幾
分
慎
重
な
姿
勢
を
と
っ
た
が
、
こ
れ
は
国
内
の
保
守
的
な
新
聞
か
ら
の
非
難
を
招
い
）
45
（
た
。
そ
し
て
、
サ
ダ
ト
大
統

領
が
一
九
七
二
年
一
二
月
に
エ
ジ
プ
ト
人
民
議
会
に
お
い
て
戦
争
は
間
も
な
く
訪
れ
る
だ
ろ
う
と
宣
言
す
る
）
46
（
と
、
石
油
を
来
た
る
戦
争
に

お
い
て
武
器
と
し
て
用
い
る
べ
き
と
い
う
機
運
は
か
つ
て
な
く
高
ま
り
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
民
議
会
は
一
九
七
三
年
一
月
に
次
の
決
議
を
採

択
し
た
。

﹇
エ
ジ
プ
ト
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
間
に
﹈
戦
争
が
始
ま
る
や
否
や
た
だ
ち
に
、
西
側
の
石
油
国
と
の
関
係
を
停
止
し
、
い
っ
さ
い
の
わ
れ
わ
れ
の
石
油

資
源
が
た
だ
ち
に
戦
闘
に
持
ち
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
政
府
は
疑
い
も
な
く
勧
告
す
べ
き
で
あ
）
47
（
る
。

　
こ
れ
は
第
三
次
中
東
戦
争
後
、
初
め
て
石
油
を
武
器
と
し
て
使
用
す
べ
き
と
明
確
に
述
べ
た
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
民
議
会
に
お
け
る
決
議
で

あ
っ
た
。
こ
の
国
民
議
会
の
決
議
に
対
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
主
要
紙
の
一
つ
、『
ア
ル
・
グ
ム
フ
ー
リ
ー
ヤ
』（A

l-G
um
hūrīyah

）
は
、
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「
こ
れ
は
我
々
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
と
し
、
ま
た
待
ち
焦
が
れ
て
い
た
正
し
い
決
断
だ
」
と
賞
賛
し
）
48
（
た
。

　
ク
ウ
ェ
ー
ト
政
府
首
脳
も
こ
の
国
民
議
会
の
決
議
以
降
、「
武
器
と
し
て
の
石
油
」（al-naf ṭ ka-silā ḥ

）
と
い
う
文
言
を
彼
ら
の
声
明
に

取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
月
に
は
ジ
ャ
ー
ビ
ル
首
相
が
「
我
々
は
、
石
油
を
含
め
た
す
べ
て
の
資
源
を
ア
ラ
ブ
の
大
義
の
た
め
に

使
い
、
石
油
生
産
を
停
止
し
、
戦
時
に
お
い
て
姉
妹
国
で
あ
る
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
団
結
の
た
め
に
、
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
と
る
用
意

が
あ
る
」
と
表
明
し
、
こ
こ
で
初
め
て
石
油
生
産
の
停
止
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
）
49
（

た
。
そ
し
て
三
月
に
、
サ
バ
ー
フ
首
長
が
記
者
会

見
で
「
そ
の
時
﹇
イ
ス
ラ
エ
ル
と
エ
ジ
プ
ト
が
次
に
戦
火
を
交
え
る
時
﹈
が
来
た
な
ら
ば
、
石
油
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
武
器
と
し
て

使
う
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
断
固
た
る
方
針
で
あ
る
」
と
表
明
し
、
つ
い
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
最
高
指
導
者
も
こ
の
方
針
を
了
承
し
）
50
（

た
。

　
他
方
、
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
は
一
九
七
三
年
四
月
に
ヤ
マ
ニ
（A. Yam

ānī

）
石
油
相
を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
、
ア
メ
リ
カ
の
閣
僚
に
そ
の

親
イ
ス
ラ
エ
ル
政
策
の
変
更
を
求
め
、
さ
も
な
け
れ
ば
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
石
油
生
産
を
増
大
さ
せ
な
い
と
伝
え
、
こ
の
こ
と
は
ア
メ

リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
）
51
（
た
。
そ
れ
ま
で
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
石
油
と
政
治
を
混
合
さ
せ
な
い
と
い
う
方
針
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
ヤ
マ
ニ
石
油
相
の
発
言
は
、
同
時
期
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
政
府
の
声
明
と
比
べ
る
と
ま
だ
語
気
は
弱
か
っ
た
が
、
明
ら
か
に

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
政
策
転
換
を
示
し
て
い
）
52
（
た
。

　
同
じ
頃
、
サ
ダ
ト
大
統
領
も
リ
ヤ
ド
を
訪
れ
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
と
会
談
し
、
サ
ダ
ト
大
統
領
は
、
対
イ
ス
ラ
エ
ル
、
そ
し
て
お
そ
ら
く

は
対
西
側
諸
国
と
の
抗
争
で
エ
ジ
プ
ト
を
支
援
す
る
た
め
に
、
石
油
を
武
器
と
し
て
使
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
国
王
に
訴
え
）
53
（
た
。
さ
ら
に

サ
バ
ー
フ
首
長
も
、
四
月
二
八
日
か
ら
五
月
二
日
に
か
け
て
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
を
訪
問
し
会
談
し
た
）
54
（

が
、
そ
の
会
談
の
直
後
に
、
フ
ァ
イ

サ
ル
国
王
は
自
身
の
置
か
れ
た
苦
し
い
立
場
を
ア
ラ
ム
コ
の
重
役
に
打
ち
明
け
て
い
る
。
ア
ラ
ム
コ
側
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、「
彼
﹇
フ
ァ

イ
サ
ル
﹈
は
、
ア
メ
リ
カ
の
固
き
盟
友
と
し
て
の
自
分
が
中
東
で
い
か
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
か
、
と
説
明
し
た
。
も
は
や
一
人
で

は
こ
れ
以
上
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
い
」
と
あ
）
55
（

り
、
戦
争
を
始
め
る
素
振
り
を
見
せ
る
サ
ダ
ト
大
統
領
と
、
既
に
強
い
語
気
で
石
油
武
器
の

使
用
を
公
言
し
て
い
た
サ
バ
ー
フ
首
長
の
訪
問
を
受
け
た
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
に
と
っ
て
、
も
は
や
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
が
石
油
戦
略
の
枠
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外
に
留
ま
る
こ
と
は
一
層
困
難
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
他
方
で
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
一
九
七
三
年
四
月
に
一
時
的
に
イ
ラ
ク
と
の
間
で
小
規
模
な
国
境
紛
争
を
交
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で

も
そ
の
反
イ
ス
ラ
エ
ル
的
な
姿
勢
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
同
月
に
は
国
民
議
会
議
員
が
レ
バ
ノ
ン
に
い
る
Ｐ
Ｌ
Ｏ
に
対
す
る
イ

ス
ラ
エ
ル
の
襲
撃
を
非
難
す
る
声
明
を
求
め
る
動
議
を
議
会
に
提
出
）
56
（
し
、
五
月
一
五
日
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
二
五
周
年
に
合
わ
せ
て

リ
ビ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
な
ど
と
共
同
に
一
時
間
石
油
生
産
を
休
止
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
）
57
（

た
。

　
八
月
に
は
サ
ダ
ト
大
統
領
が
再
度
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
を
訪
問
し
、
間
も
な
く
開
戦
が
近
い
こ
と
を
告
げ
、
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
も
こ
の

時
に
な
っ
て
つ
い
に
戦
時
に
お
け
る
石
油
武
器
の
使
用
を
約
束
し
た
。
そ
の
場
で
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
石
油
を
、
せ
い

ぜ
い
二
、
三
日
続
く
だ
け
の
戦
争
で
、
武
器
と
し
て
使
い
た
く
は
な
い
。
ど
う
せ
や
る
な
ら
、
世
界
の
世
論
を
動
か
す
く
ら
い
長
続
き
す

る
戦
争
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
注
文
を
付
け
、
た
っ
た
六
日
間
で
終
了
し
た
前
回
の
第
三
次
中
東
戦
争
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
要
請
し
）
58
（
た
。
そ
の
間
も
、
国
連
安
保
理
に
て
イ
ス
ラ
エ
ル
が
占
領
地
に
お
い
て
入
植
地
を
建
設
す
る
こ
と
を
中
止
す
る
よ
う
求
め
た
決

議
に
ア
メ
リ
カ
が
拒
否
権
を
行
使
し
た
た
め
、
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
も
つ
い
に
九
月
以
降
は
欧
米
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
石
油
武
器
の
使
用

も
辞
さ
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
公
然
と
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
サ
バ
ー
フ
首
長
も
九
月
三
日
に
サ
ダ
ト
大
統
領
と
会
い
、
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
と
同
様
に
戦
時
下
に
お
け
る
石
油
武
器
の
使
用
と
戦
時
下

に
お
け
る
エ
ジ
プ
ト
政
府
へ
の
財
政
支
援
を
約
束
）
59
（
し
、
サ
ア
ド
国
防
相
も
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
エ
ジ
プ
ト
支
援
の
た
め
に
石
油
武
器
を
使
う
最

初
の
グ
ル
ー
プ
（
の
一
員
）
に
な
る
だ
ろ
う
と
発
言
し
）
60
（

た
。
他
方
で
、
多
国
間
レ
ベ
ル
で
は
「
次
の
戦
争
に
お
け
る
石
油
の
使
用
」
が
議

題
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
ア
ラ
ブ
連
盟
の
会
議
が
九
月
四
日
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
お
い
て
開
催
さ
れ
）
61
（

た
。
そ
し
て
非
同
盟
諸
国
会
議
の
首

脳
会
談
が
九
月
五
日
か
ら
一
〇
日
に
か
け
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
一
九
六
七
年
に
占
領
し
た
領
土
か
ら
の
撤
退

を
求
め
る
ア
ラ
ブ
諸
国
の
試
み
を
支
持
す
る
勧
告
を
採
択
し
た
こ
と
）
62
（

や
、
多
く
の
ア
フ
リ
カ
の
「
非
同
盟
」
諸
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
外
交

断
絶
に
ま
で
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
ア
ラ
ブ
諸
国
を
勇
気
づ
け
た
。
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こ
う
し
た
外
交
の
裏
で
、
石
油
生
産
を
削
減
し
よ
う
と
い
う
機
運
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
内
で
一
段
と
高
ま
っ
て
お
り
、
特
に
一
九
七
二
年

の
石
油
埋
蔵
量
を
巡
る
一
連
の
国
民
議
会
に
よ
る
糾
弾
を
受
け
、
政
府
は
石
油
生
産
を
削
減
し
始
め
て
い
た
。
ア
テ
ィ
ー
キ
ー
石
油
相
は

石
油
生
産
量
が
日
量
三
百
万
バ
レ
ル
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
六
月
に
再
び
主
張
し
た
）
63
（
が
、
国
民
議
会
議
員
の
中
に
は
更
に
日
量
二
百
万

バ
レ
ル
へ
と
削
減
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
も
い
）
64
（
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
石
油
生
産
量
削
減
政
策
は
既
に
第
四
次
中
東

戦
争
の
勃
発
前
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
。

三
　
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
の
発
動
、
一
九
七
三
年
一
〇
月
―
一
一
月

　
一
九
七
三
年
一
〇
月
六
日
に
エ
ジ
プ
ト
軍
と
シ
リ
ア
軍
が
そ
れ
ぞ
れ
シ
ナ
イ
半
島
と
ゴ
ラ
ン
高
原
に
奇
襲
を
か
け
、
第
四
次
中
東
戦
争

が
勃
発
し
た
。
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
た
だ
ち
に
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
に
対
し
て
軍
事
的
・
経
済
的
支
援
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
砲
兵
を
含
む

部
隊
を
シ
リ
ア
戦
線
に
一
〇
月
九
日
に
派
遣
し
）
65
（
た
。
そ
の
間
、
サ
ア
ド
国
防
相
は
サ
ダ
ト
大
統
領
と
面
会
し
、
更
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
エ
ジ

プ
ト
と
シ
リ
ア
に
対
し
て
三
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
供
与
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
民
議
会
も
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
へ
の
支

援
を
表
明
し
、
石
油
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
持
す
る
す
べ
て
の
国
に
対
し
て
石
油
禁
輸
を
発
動
す
べ
き
で
あ
る

と
主
張
し
、
一
〇
月
二
三
日
か
ら
三
日
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
）
66
（

た
。

　
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
ア
テ
ィ
ー
キ
ー
石
油
相
も
、
戦
争
勃
発
後
す
ぐ
に
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
諸
国
の
石
油
相
に
連
絡
を
取
り
、
会
合
の
開
催
を
呼
び

か
け
）
67
（

た
。
ア
テ
ィ
ー
キ
ー
石
油
相
と
他
の
ア
ラ
ブ
の
石
油
相
た
ち
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
石
油
会
社
と
の
間
の
会
合
に
参
加
す
る
合
間
に
も
戦

時
の
石
油
戦
略
を
協
議
し
た
。
ジ
ャ
ー
ビ
ル
首
相
は
緊
急
閣
議
を
開
催
し
、「
現
在
の
（
戦
争
の
）
推
移
を
踏
ま
え
た
石
油
の
役
割
」
を

論
議
す
る
た
め
の
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
緊
急
会
合
の
開
催
を
呼
び
か
け
る
こ
と
、
そ
し
て
ア
テ
ィ
ー
キ
ー
石
油
相
に
そ
の
会
合
の
場
所
と
日
時
を

決
め
る
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
を
決
定
し
）
68
（

た
。
こ
れ
を
受
け
て
ア
テ
ィ
ー
キ
ー
石
油
相
は
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
の
石
油
相
と
協
議
し
、
ク
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ウ
ェ
ー
ト
に
て
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
緊
急
会
合
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
）
69
（
た
。 

既
に
一
〇
月
一
〇
日
以
降
、
ソ
連
は
シ
リ
ア
と
エ
ジ
プ
ト

に
大
量
の
武
器
輸
送
を
開
始
し
て
い
た
）
70
（

が
、
一
〇
月
一
四
日
に
は
ア
メ
リ
カ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
武
器
を
空
輸
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
ア
ラ
ブ
人
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
反
感
は
一
層
高
ま
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
は
一
〇
月
一
六
日
に
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、
も
し
ア
メ
リ
カ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
支
援
が
続
く
な
ら
、
サ

ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
・
ア
メ
リ
カ
関
係
に
影
響
が
及
ぶ
だ
ろ
う
と
警
告
す
る
一
）
71
（

方
、
翌
一
七
日
に
は
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
の
四
カ
国
の
外
相
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
ニ
ク
ソ
ン
（R. N

ixon

）
大
統
領
お
よ
び
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（H

. 

Kissinger

）
国
務
長
官
と
会
談
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
国
連
決
議
二
四
二
の
定
め
に
従
い
一
九
六
七
年
以
前
の
国
境
に
後
退
す
れ
ば
、
四
カ

国
は
了
承
す
る
と
い
う
和
平
提
案
を
提
示
し
）
72
（
た
。
こ
の
よ
う
に
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
警
告
を
発
し
つ
つ
も
ア
メ
リ
カ
の
政
策
変
更
を

引
き
出
そ
う
と
し
た
。

　
ア
テ
ィ
ー
キ
ー
石
油
相
に
よ
る
ア
ラ
ブ
石
油
相
の
間
の
調
整
が
実
り
、
一
〇
月
一
六
日
に
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
で
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
緊
急
石
油

相
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
石
油
相
は
冒
頭
で
、
石
油
生
産
の
完
全
な
停
止
や
国
有
化
は
、
西
側
諸
国
に
ア
ラ
ブ
の
金
融
資
産

凍
結
の
口
実
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
主
張
し
、
過
激
な
政
策
は
慎
む
よ
う
求
め
）
73
（
た
。
か
ね
て
か
ら
国
際
石
油
資
本
の
国
有
化
を
主
張
し

た
イ
ラ
ク
は
こ
の
提
案
に
反
発
し
、
イ
ラ
ク
の
代
表
は
議
場
を
後
に
し
）
74
（
た
。
ア
ブ
ダ
ビ
は
、
石
油
消
費
国
の
「
親
ア
ラ
ブ
」
の
度
合
い
に

よ
っ
て
異
な
っ
た
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
特
に
ア
ブ
ダ
ビ
な
ど
と
友
好
的
な
イ
ギ
リ
ス
に
は
懲
罰
的
な
措
置
を
と
る
べ
き

で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
、
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
緊
急
会
合
は
次
の
決
議
を
採
択
し
た
。

﹇
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
﹈
石
油
相
は
、
現
在
の
戦
い
の
直
接
目
標
が
一
九
六
七
年
の
戦
争
で
占
領
さ
れ
た
ア
ラ
ブ
領
土
の
解
放
と
国
連
決
議
に
従
っ
た
パ
レ

ス
チ
ナ
人
民
の
合
法
的
権
利
の
回
復
で
あ
る
こ
と
を
想
起
し
、
ア
メ
リ
カ
が
現
在
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
尊
大
を
も
た
ら
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
し
て
我
々
の

領
土
の
占
領
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
力
の
根
源
で
あ
る
こ
と
を
想
起
し
、﹇
…
…
﹈
多
く
の
ア
ラ
ブ
産
油
国
の
経
済
情
勢
は
、
石
油
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生
産
の
増
大
を
正
当
化
し
な
い
こ
と
を
想
起
し
、﹇
…
…
﹈
各
ア
ラ
ブ
石
油
輸
出
国
は
、
た
だ
ち
に
、
毎
月
、
九
月
の
実
際
の
生
産
量
の
五
％
以
上
、

そ
の
石
油
生
産
を
削
減
し
、
国
際
社
会
が
占
領
地
域
の
放
棄
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
強
い
る
ま
で
、﹇
…
…
﹈
削
減
を
続
け
る
こ
と
を
決
定
し
た
。﹇
…
…
﹈

参
加
者
は
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
が
ア
ラ
ブ
各
国
か
ら
輸
入
し
て
い
る
原
油
、
石
油
製
品
、
お
よ
び
炭
化
水
素
に
つ
い
て
の
最
も
厳
し
い
削
減
対
象
国
に

な
る
べ
き
こ
と
を
、
本
決
議
参
加
国
に
勧
告
し
）
75
（

た
。

　
ア
メ
リ
カ
へ
の
石
油
禁
輸
に
関
し
て
拘
束
力
を
持
た
な
い
「
勧
告
」
と
い
う
表
現
を
使
う
よ
う
求
め
た
の
は
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が
こ
の
決
議
を
受
け
て
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
政
策
を
変
更
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
か
ら
で
あ
っ
）
76
（

た
。
そ
し
て

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
第
三
次
中
東
戦
争
以
降
戦
闘
機
の
禁
輸
措
置
を
含
め
た
厳
し
い
態
度
を
実
践
し
て
き
た
フ
ラ
ン
）
77
（
ス
、
そ
し
て
イ
ギ

リ
ス
な
ど
は
「
友
好
国
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
い
か
な
る
ア
ラ
ブ
諸
国
か
ら
も
石
油
供
給
の
削
減
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
）
78
（

た
。
他
方
、

日
本
は
「
非
友
好
国
（
中
立
国
）」
と
い
う
分
類
に
置
か
れ
、
月
々
の
石
油
生
産
削
減
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
三
次
中
東

戦
争
時
に
は
各
国
家
が
個
別
に
石
油
禁
輸
を
実
施
し
た
が
、
今
回
の
石
油
戦
略
は
ア
ラ
ブ
産
油
国
が
共
同
歩
調
で
先
進
工
業
国
に
徐
々
に

圧
力
を
か
け
て
い
く
と
い
う
点
が
異
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
決
議
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
政
府
に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
既
に
一
九
七
二
年
の
段
階
か
ら
石
油
減

産
路
線
に
切
り
替
え
て
お
り
、
こ
の
決
議
の
採
択
は
何
ら
不
利
益
を
被
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
決
議
の
前
日
に
開
催
さ

れ
た
石
油
輸
出
国
機
構
（O

rganization of Petroleum
 Exporting Countries: 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
会
合
で
石
油
の
公
示
価
格
が
七
○
％
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
石
油
収
入
は
た
と
え
石
油
生
産
量
を
減
少
さ
せ
た
と
し
て
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
一
〇
月
一
九
日
に
ア
メ
リ
カ
の
下
院
に
二
二
億
ド
ル
の
緊
急
軍
需
物
資
援
助
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て

提
供
す
る
よ
う
求
め
た
た
め
、
ア
ラ
ブ
諸
国
は
一
斉
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
石
油
禁
輸
の
発
動
を
決
意
し
）
79
（

た
。
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
一
〇
月

二
〇
日
に
石
油
禁
輸
を
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
実
施
し
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
も
一
〇
月
二
一
日
に
閣
議
に
お
い
て
次
の
声
明
を
発
表
し
た
。
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閣
僚
会
議
は
、
下
記
事
項
を
決
定
し
た
。
一
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
原
油
の
輸
出
と
生
産
は
、
中
止
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
二
、
一
〇
％
の
減
産
が
た
だ
ち

に
と
ら
れ
、
そ
れ
に
続
き
、（
一
〇
月
一
七
日
の
）
ク
ウ
ェ
ー
ト
会
議
の
決
定
に
従
い
、
漸
進
的
な
減
産
が
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
三
、
ど
の
諸
国

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
同
盟
し
て
い
て
、
石
油
輸
出
に
関
す
る
禁
輸
を
受
け
る
か
を
決
定
す
る
の
は
、
石
油
相
と
外
相
に
委
ね
ら
れ
）
80
（

る
。

　
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
こ
こ
で
一
〇
％
の
石
油
生
産
削
減
を
宣
言
し
た
が
、
実
際
に
は
一
一
月
初
頭
の
時
点
で
二
五
％
も
石
油
生
産
量
は
削
減

さ
れ
て
お
り
、
一
〇
％
程
度
を
削
減
し
た
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
、
カ
タ
ー
ル
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
よ
り
も
早
い
ペ
ー
ス
で
あ
っ
）
81
（
た
。

　
他
方
、
エ
ジ
プ
ト
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
線
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
反
攻
が
成
功
し
、
ス
エ
ズ
運
河
を
一
〇
月
一
六
日
に
逆
渡
河
し
た
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
が
シ
ナ
イ
半
島
に
い
る
エ
ジ
プ
ト
の
第
三
軍
に
大
き
な
脅
威
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ソ
連
の
ブ
レ
ジ
ネ
フ
（L. Brezhnev

）

書
記
長
は
こ
の
エ
ジ
プ
ト
の
窮
境
を
救
う
べ
く
、
停
戦
協
議
の
た
め
に
モ
ス
ク
ワ
に
訪
れ
て
い
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
の
出
し
た

停
戦
決
議
の
草
案
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
た
だ
ち
に
そ
れ
を
米
ソ
共
同
提
案
と
し
て
国
連
安
保
理
の
審
議
に
か
け
る
べ
き
だ
と
主

張
し
）
82
（
た
。
そ
し
て
国
連
安
保
理
決
議
三
三
八
が
一
〇
月
二
二
日
に
決
議
さ
れ
、
一
二
時
間
以
内
の
停
戦
を
求
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
エ
ジ
プ

ト
、
シ
リ
ア
な
ど
の
主
要
交
戦
国
が
こ
れ
を
受
託
し
た
。

　
こ
う
し
て
停
戦
が
実
現
し
た
も
の
の
、
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
が
停
止
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ク
ウ
ェ
ー
ト
政
府
は
「
統
一
し
た
ア
ラ

ブ
経
済
政
策
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
政
策
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
、
育
成
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
要
因
で
あ
る
」
と
い
う
声
明

を
一
〇
月
二
三
日
に
発
表
）
83
（
し
、
従
来
か
ら
主
張
し
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
地
か
ら
の
撤
退
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
権
利
の
回
復
と
い
う

目
標
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
は
そ
の
石
油
戦
略
を
解
除
し
な
い
姿
勢
を
示
し
た
。
他
方
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
も
、
こ
の
戦
争

に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
影
響
力
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
を
中
東
和
平
問
題
に
関
与
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
お
り
、
カ
ー
ド
と
し
て
有
効
な
石
油

戦
略
の
解
除
に
は
そ
う
簡
単
に
応
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ア
ラ
ブ
諸
国
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
筆
頭
に
オ
ラ
ン
ダ
に
も
石
油
禁
輸
を

実
施
し
）
84
（

た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
連
安
保
理
決
議
三
三
八
と
そ
の
後
の
停
戦
は
ア
ラ
ブ
の
産
油
国
の
石
油
戦
略
に
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
ど
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こ
ろ
か
、
む
し
ろ
禁
輸
対
象
国
は
増
加
し
て
い
っ
た
。

　
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
石
油
相
は
再
び
一
一
月
四
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
ク
ウ
ェ
ー
ト

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
下
に
集
ま
り
、
石
油
生
産
の
割
合
を
九
月
と
比
べ
て
二
五

％
削
減
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
）
85
（
が
、
現
実
に
は
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
各
国
の
一
一
月

の
石
油
生
産
量
は
既
に
九
月
に
比
べ
平
均
し
て
約
二
三
％
減
少
し
た
（
表
２
）。

こ
の
時
点
で
ア
ラ
ブ
諸
国
の
石
油
戦
略
は
最
も
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

四 

　
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
の
終
息
、
一
九
七

三
年
一
一
月
―
一
九
七
四
年

　
第
四
次
中
東
戦
争
勃
発
と
一
〇
月
一
七
日
の
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
石
油
相
会
談
の
決
定

に
伴
う
石
油
戦
略
発
動
や
、
一
段
と
厳
し
く
な
っ
た
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
一
一
月
五
日

の
決
議
な
ど
を
契
機
に
、
欧
米
諸
国
や
日
本
は
積
極
的
に
石
油
問
題
へ
の
対
応
に

動
き
出
し
）
86
（

た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
石
油
戦
略
に
危
機
感
を
抱
い
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

国
務
長
官
が
、
一
一
月
五
日
か
ら
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア

を
歴
訪
し
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
サ
ダ
ト
大
統
領
と
初
め
て
会
談
し
、
エ
ジ
プ
ト
軍
と

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
兵
力
引
き
離
し
の
重
要
性
を
説
い
た
。
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
と
の

面
会
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
一
九
六
七
年
以
来
占
領
し
て
い
る
領
土
か
ら
撤
退
し

な
い
限
り
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
禁
輸
を
解
か
な
い
と
い
う
方
針
を
突
き
つ
け
ら

表２　OAPEC諸国の石油生産削減率

石油生産量（万バレル／日） 1973 年 9 月 1973 年 11 月 削減率

サウディアラビア 857 626 27%

クウェート 352 247 30%

リビア 228 176 23%

イラク 211 214 －2%

アラブ首長国連邦 167 130 22%

アルジェリア 110  90 18%

カタール  60  47 22%

合計 1,987 1,533 23%

（注）サウディアラビアとクウェートの中立地帯から産出される石油は両国に半分ずつ参入。
（出典）Ian Seymour, OPEC: An Instrument of Change （London: Macmillan Press, 1980）, p. 120.
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れ
）
87
（
た
。

　
他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
（European Com

m
unity: 

Ｅ
Ｃ
）
外
相
理
事
会
は
、
一
一
月
六
日
に
「
中
東
問
題
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
宣
言
」

を
発
表
し
、
そ
の
親
ア
ラ
ブ
路
線
を
明
ら
か
に
し
）
88
（
た
。
こ
れ
を
受
け
て
一
一
月
一
八
日
に
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
石
油
相
は
ウ
ィ
ー
ン
に
会
し
て

緊
急
閣
僚
会
議
を
開
催
し
て
そ
の
Ｅ
Ｃ
の
声
明
を
評
価
し
、
オ
ラ
ン
ダ
を
除
く
Ｅ
Ｃ
諸
国
へ
の
原
油
供
給
を
緩
和
す
る
こ
と
を
決
定
、
オ

ラ
ン
ダ
を
除
く
Ｅ
Ｃ
諸
国
は
一
二
月
に
実
施
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
五
％
の
生
産
削
減
か
ら
免
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
ア
ラ
ブ
石

油
の
最
大
の
輸
出
先
で
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
部
分
が
石
油
輸
出
の
規
制
か
ら
外
れ
た
こ
と
に
な
り
、
一
二
月
か
ら
一
九
七
四
年
一
月

に
か
け
て
ア
ラ
ブ
諸
国
の
石
油
生
産
削
減
は
大
き
く
緩
和
の
方
向
に
進
ん
）
89
（

だ
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
石
油
禁
輸
や
日
本
向
け
石
油
の

生
産
削
減
は
継
続
し
て
い
た
。

　
日
本
は
ア
ラ
ブ
諸
国
が
Ｅ
Ｃ
諸
国
へ
の
供
給
削
減
措
置
を
緩
和
し
た
こ
と
に
焦
り
を
感
じ
、
一
一
月
二
二
日
に
二
階
堂
官
房
長
官
談
話

を
発
表
し
、
ア
ラ
ブ
諸
国
を
重
視
す
る
形
に
日
本
の
中
東
政
策
を
「
明
確
化
」
し
）
90
（
た
。
し
か
し
一
一
月
二
八
日
に
ア
ル
ジ
ェ
で
開
催
さ
れ

た
ア
ラ
ブ
首
脳
会
議
で
は
、（
一
）
一
九
六
七
年
六
月
の
侵
略
に
お
い
て
占
領
さ
れ
た
す
べ
て
の
ア
ラ
ブ
領
土
の
い
か
な
る
部
分
も
割
譲

し
な
い
こ
と
、（
二
）
エ
ル
サ
レ
ム
の
ア
ラ
ブ
地
区
を
解
放
す
る
こ
と
、（
三
）
パ
レ
ス
チ
ナ
民
族
の
唯
一
の
代
表
と
し
て
の
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
決

定
に
基
づ
い
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
の
民
族
的
権
利
を
回
復
す
る
こ
と
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
が
、
日
本
へ
の
政
策
変
更
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
に
よ
る
精
力
的
な
仲
介
外
交
は
続
け
ら
れ
た
。
一
二
月
五
日
に
は
ヤ
マ
ニ
石
油
相
と
会
談

し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ア
ラ
ブ
の
領
土
か
ら
撤
退
を
始
め
た
場
合
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
禁
輸
を
解
除
す
る
と
い
う
そ

れ
ま
で
よ
り
も
幾
分
軟
化
し
た
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
立
場
を
引
き
出
し
）
91
（

た
。
こ
う
し
て
、
一
二
月
八
日
に
は
再
び
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
諸
国
の

石
油
相
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
参
集
す
る
が
、
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た
次
の
決
議
で
は
こ
の
両
者
の
話
し
合
い
が
反
映
さ
れ
た
形
と
な
り
、
占
領

地
撤
退
に
関
す
る
時
間
表
を
イ
ス
ラ
エ
ル
が
「
合
意
」
さ
え
す
れ
ば
石
油
禁
輸
を
解
く
こ
と
が
保
障
さ
れ
た
。
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一
九
六
七
年
以
降
占
領
さ
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
を
含
め
た
す
べ
て
の
占
領
地
域
か
ら
の
撤
退
の
た
め
の
時
間
表
に
つ
い
て
の
合
意
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
合

意
し
か
つ
ア
メ
リ
カ
が
そ
の
履
行
に
つ
い
て
保
証
し
た
と
こ
ろ
に
従
い
達
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
石
油
禁
輸
は
、
そ
の
撤
退
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
始
動
し
次
第
解
除
さ
れ
）
92
（

る
。

　
一
二
月
中
旬
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
は
再
び
エ
ジ
プ
ト
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
、
シ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
を
訪
問
し
、

ア
メ
リ
カ
が
計
画
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
和
平
会
議
へ
の
理
解
を
求
）
93
（
め
、
ま
た
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
に
対
し
て
は
再
度
石
油
禁
輸
を
解
く
よ
う

説
得
し
）
94
（

た
。
そ
し
て
一
二
月
一
五
日
に
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
中
東
和
平
会
議
が
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
、
シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
間

で
開
催
さ
れ
、
エ
ジ
プ
ト
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
た
点
は
画
期
的
で
あ
っ
た
も
の
の
、
両
者
が
合
意
に
達
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
ま
た
シ
リ
ア
の
参
加
も
な
か
っ
た
た
め
成
果
は
乏
し
か
っ
た
。
一
方
、
二
階
堂
官
房
長
官
の
発
表
だ
け
で
は
ま
だ
ア
ラ
ブ
側
に

「
友
好
国
」
と
は
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
日
本
は
、
三
木
副
首
相
を
特
使
と
し
て
中
東
八
カ
国
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
一
二
月
一
四

日
に
は
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
で
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
と
、
一
八
日
に
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
で
サ
バ
ー
フ
首
長
と
会
談
を
行
っ
た
。
そ
し
て
ア
ラ
ブ

の
石
油
相
は
一
二
月
二
六
日
に
再
び
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
結
集
し
、
日
本
と
ベ
ル
ギ
ー
を
友
好
国
と
表
明
し
て
石
油
供
給
削
減
の
対
象
か
ら
外

す
次
の
決
定
を
発
表
し
、
日
本
政
府
を
安
堵
さ
せ
た
。

会
議
参
加
者
は
、
日
本
副
首
相
の
ア
ラ
ブ
諸
国
訪
問
、
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
明
確
と
な
っ
た
日
本
の
ア
ラ
ブ
の
大
義
に
対
す
る
政
策
の
変
化
お
よ
び

悪
化
し
つ
つ
日
本
の
経
済
状
況
に
注
目
し
、
日
本
経
済
を
擁
護
す
る
こ
と
を
希
望
し
、
そ
し
て
日
本
が
ア
ラ
ブ
の
今
回
の
態
度
を
評
価
し
、
公
正
か
つ

正
当
な
立
場
を
と
る
こ
と
を
希
望
し
て
、
い
か
な
る
全
般
的
削
減
措
置
の
下
に
も
置
か
な
い
よ
う
、
日
本
を
特
別
待
遇
す
る
こ
と
を
決
定
し
）
95
（

た
。

　
そ
し
て
年
が
明
け
た
一
九
七
四
年
一
月
一
八
日
に
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
の
努
力
の
結
果
エ
ジ
プ
ト
・
イ
ス
ラ
エ
ル
間
の
兵
力
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引
き
離
し
が
実
現
し
た
が
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
サ
バ
ー
フ
外
相
は
一
月
二
一
日
に
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
石
油
禁
輸
解
除
を
考
え
る
の
は
早
計

で
あ
る
と
述
べ
、
こ
の
段
階
で
は
石
油
禁
輸
解
除
に
応
じ
な
か
っ
）
96
（

た
。
他
方
で
、
サ
ダ
ト
大
統
領
は
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
や
ク
ウ
ェ
ー
ト

に
対
し
て
、
兵
力
引
き
離
し
を
実
現
し
た
ア
メ
リ
カ
の
外
交
努
力
を
評
価
す
る
よ
う
要
請
し
、
石
油
政
策
の
軟
化
を
求
め
た
）
97
（
が
、
サ
ウ

デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
対
峙
状
態
に
あ
る
シ
リ
ア
へ
の
配
慮
か
ら
、
シ
リ
ア
・
イ
ス
ラ
エ
ル
間
の
協
定
が
成
立
す
る
ま
で
石
油

禁
輸
を
解
除
し
な
い
と
主
張
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ラ
ブ
諸
国
に
よ
る
石
油
禁
輸
措
置
も
ア
メ
リ
カ
の
更
な
る
外
交
的
働
き
か
け
に
よ
っ
て
解
除
さ
れ
る
方
向
へ
と
動

い
た
。
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
、
戦
争
中
に
補
給
し
た
兵
器
の
た
め
の
輸
出
信
用
二
二
億
ド
ル
中
の
一
五
億
ド
ル
を

贈
与
と
す
る
件
を
棚
上
げ
に
す
る
一
方
、
エ
ジ
プ
ト
と
ヨ
ル
ダ
ン
の
対
米
協
調
路
線
に
報
い
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
二
・
五
億
ド

ル
、
二
・
一
億
ド
ル
の
経
済
援
助
を
予
算
化
し
）
98
（

た
。
さ
ら
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
は
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
に
、
石
油
禁
輸
が
続
い

て
い
る
限
り
ア
メ
リ
カ
は
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
主
導
で
き
な
い
と
説
得
し
）
99
（
た
。
ま
た
、
石
油
禁
輸
措
置
の
発
動
か
ら
日
が
経
ち
、
他
の
産
油

国
の
石
油
生
産
量
が
増
加
し
た
た
め
、
石
油
禁
輸
の
効
果
も
薄
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
背
景
に
、
三
月
一
四
日
に
ト
リ
ポ
リ

に
イ
ラ
ク
を
除
く
九
カ
国
の
ア
ラ
ブ
の
石
油
相
が
集
り
、
一
七
日
か
ら
一
八
日
に
か
け
て
は
ウ
ィ
ー
ン
に
協
議
の
場
を
移
動
し
、
つ
い
に

ア
メ
リ
カ
の
仲
介
者
と
し
て
の
役
割
を
評
価
し
、
石
油
禁
輸
を
解
除
す
る
決
定
を
下
し
、
次
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
各
階
層
に
お
い
て
、
中
東
に
お
け
る
そ
し
て
ア
ラ
ブ
世
界
に
対
す
る
公
明
正
大
な
ア
メ
リ
カ
の
政
策
を
検
討
す
る
必
要
が
現
れ
始
め
て
き

た
兆
候
が
あ
る
。
最
近
の
進
展
か
ら
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
に
対
す
る
公
的
な
ア
メ
リ
カ
の
政
策
が
、﹇
ア
ラ
ブ
の
被
占
領
地
と
パ
レ
ス
チ
ナ

人
の
正
統
な
権
利
に
関
す
る
ア
ラ
ブ
側
の
原
則
的
立
場
に
近
く
な
り
得
る
﹈
新
し
い
次
元
を
よ
う
や
く
と
る
に
至
っ
た
も
の
と
、
閣
僚
は
理
解
し
た
。

﹇
…
…
﹈
ア
ラ
ブ
石
油
相
は
、
石
油
は
否
定
的
な
形
で
用
い
ら
れ
る
場
合
よ
り
も
、
肯
定
的
な
形
で
用
い
ら
れ
た
場
合
に
よ
り
効
果
的
な
結
果
を
も
た

ら
す
武
器
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。﹇
…
…
﹈
閣
僚
は
、
本
会
合
の
結
論
と
し
て
、
以
下
の
通
り
決
定
し
た
。﹇
…
…
﹈
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
石
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油
輸
出
禁
止
を
解
除
す
）
100
（
る
。

　
こ
う
し
て
ア
ラ
ブ
諸
国
は
ア
メ
リ
カ
側
に
政
策
変
更
の
兆
候
を
見
て
と
れ
た
と
い
う
こ
と
を
根
拠
に
石
油
禁
輸
の
解
除
に
踏
み
切
り
、

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
も
三
月
二
五
日
に
ア
メ
リ
カ
向
け
の
石
油
タ
ン
カ
ー
の
出
航
を
認
め
）
101
（

た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
は
残
る
イ
ス

ラ
エ
ル
・
シ
リ
ア
間
の
兵
力
引
き
離
し
を
実
現
す
る
た
め
、
五
月
に
シ
リ
ア
・
イ
ス
ラ
エ
ル
間
を
何
度
も
往
復
し
、
五
月
三
一
日
に
は
シ

リ
ア
・
イ
ス
ラ
エ
ル
間
で
の
兵
力
引
き
離
し
を
実
現
し
た
。
こ
の
時
ま
で
に
ア
ラ
ブ
世
論
は
戦
時
中
の
反
米
的
な
雰
囲
気
か
ら
一
変
し
、

中
東
和
平
に
積
極
的
に
関
与
す
る
ア
メ
リ
カ
外
交
に
好
感
を
抱
き
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
六
月
に
エ
ジ
プ
ト
を
訪
問
し
た
際
に
も
一
般
民

衆
か
ら
大
歓
迎
を
受
け
た
。
そ
し
て
七
月
一
〇
日
に
は
ア
ラ
ブ
の
石
油
相
が
カ
イ
ロ
に
集
結
し
、「
ア
ラ
ブ
石
油
相
は
、
全
会
一
致
で
、

オ
ラ
ン
ダ
に
対
す
る
禁
輸
を
変
更
す
る
こ
と
を
決
定
し
）
102
（

た
」
と
発
表
し
、
最
後
の
禁
輸
対
象
国
オ
ラ
ン
ダ
も
そ
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
約
九
ヵ
月
間
に
渡
っ
た
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
は
完
全
に
幕
を
閉
じ
た
。

五
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
七
四
年
と
い
う
第
四
次
中
東
戦
争
を
挟
ん
だ
時
期
に
お
い
て
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
サ
ウ

デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
が
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
形
成
と
終
息
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
た
の
か
を
論
じ
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
サ
ウ

デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
が
石
油
禁
輸
政
策
の
形
成
お
よ
び
実
施
に
関
し
て
中
心
的
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
あ
ま
り
、
他
の
産
油

国
の
動
向
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
が
、
本
稿
で
の
分
析
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
と
り
わ
け
当
時
ア
ラ
ブ
世
界
第
二
の
産
油
国
で
あ
っ
た

ク
ウ
ェ
ー
ト
が
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
の
形
成
過
程
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
役
回
り
を
演
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
は
外
交
面
で
緊
密
に
連
携
が
と
れ
て
お
り
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
カ
イ
ロ
・
リ
ヤ
ド
枢
軸
」
の
存
在
な
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し
に
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
の
実
施
を
想
像
す
る
の
は
難
し
い
。
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
と
サ
ダ
ト
大
統
領
の
個
人
的
な
関
係
も
緊
密
で
、
一
九

七
三
年
九
月
に
サ
ダ
ト
大
統
領
が
他
の
産
油
国
に
先
駆
け
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
に
そ
の
開
戦
決
意
を
伝
え
た
こ
と
は
そ
の
表
れ
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
の
石
油
会
社
で
あ
る
ア
ラ
ム
コ
を
擁
し
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
な
ど
と
比
べ
て
政
治
・
経
済
の
両
面
で
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
の
重
要
度
が

高
か
っ
た
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
こ
じ
ら
せ
か
ね
な
い
石
油
戦
略
の
発
動
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
政
策
転
換
に
は
エ
ジ
プ
ト
の
サ
ダ
ト
大
統
領
の
直
接
的
な
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
第
三
次
中
東
戦
争
は
ア
ラ
ブ
側
に
深
い
失
望
感
と
屈
辱
感
を
与
え
、
領
土
奪
還
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
権
利
回
復
に
対
す
る
ア
ラ
ブ
人
の

強
い
思
い
が
ア
ラ
ブ
諸
国
中
で
見
ら
れ
た
。
特
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
異
な
り
、
国
内
に
無
視
で
き
な
い
規
模
の
パ
レ

ス
チ
ナ
人
社
会
を
抱
え
、
ま
た
そ
の
国
民
議
会
で
は
反
イ
ス
ラ
エ
ル
的
な
議
論
が
活
発
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ア
ラ
ブ
世
界
の
中
で
は
比
較

的
高
い
報
道
の
自
由
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
環
境
に
お
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
不
満
は
容
易
に
公
的
空
間
に
出
や
す
い
状

況
に
あ
っ
た
。
ク
ウ
ェ
ー
ト
政
府
は
こ
の
国
民
議
会
や
パ
レ
ス
チ
ナ
人
社
会
に
対
し
て
そ
の
反
イ
ス
ラ
エ
ル
姿
勢
を
示
す
必
要
が
あ
り
、

さ
も
な
け
れ
ば
政
権
の
不
安
定
化
に
結
び
つ
く
恐
れ
さ
え
あ
っ
た
。
他
方
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
は
対
照
的
な
国
内
環
境
に
あ
っ
た
サ
ウ
デ
ィ

ア
ラ
ビ
ア
で
は
、
必
ず
し
も
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
政
治
指
導
者
ほ
ど
頻
繁
に
政
府
の
反
イ
ス
ラ
エ
ル
姿
勢
を
国
内
向
け
に
公
言
す
る
必
要
は
な

か
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
で
は
早
く
も
国
民
議
会
が
一
九
七
三
年
一
月
に
石
油
を
武
器
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
政
府
に
求
め
た
の
を

契
機
に
、
翌
月
に
ジ
ャ
ー
ビ
ル
首
相
が
、
そ
し
て
翌
々
月
に
は
サ
バ
ー
フ
首
長
が
石
油
武
器
の
使
用
を
公
言
し
始
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
直
接
開
戦
を
聞
か
さ
れ
た
一
九
七
三
年
九
月
に
な
っ
て
初
め
て
公
の
場
で
同

様
の
発
言
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
、
戦
争
開
始
後
は
石
油
相
会
議
の
開
催
を
積
極
的
に
主
導
し
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
共
同
の
石
油
政
策
を
調
整
す
る
役
割
を

演
じ
た
。
こ
れ
に
は
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
政
策
が
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
の
保
守
勢
力
と
イ
ラ
ク
や
リ
ビ
ア
な
ど
の
革
新
勢
力
の
中
間
に
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位
置
し
て
い
た
こ
と
が
幸
い
し
て
い
た
。
他
方
で
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
が
石
油
問
題
に
積
極
的
に
関

与
し
始
め
た
時
に
ア
ラ
ブ
側
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
よ
く
機
能
し
、
石
油
戦
略
を
終
息
さ
せ
る
過
程
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を

担
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
両
者
の
間
で
は
石
油
戦
略
の
策
定
と
解
除
に
お
い
て
実
質
的
な
役
割
分
担
が
存
在
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
第
一
次
石
油
危
機
時
の
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
は
、
単
に
エ
ジ
プ
ト
と
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
外
交
に
よ
っ
て
な
し
得
た
も
の
で
は
な

く
、
ア
ラ
ブ
の
反
イ
ス
ラ
エ
ル
感
情
と
よ
く
結
び
つ
い
た
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
石
油
政
策
も
同
様
に
重
要
で
あ
っ
た
点
も
組
み
込
ん
で
理
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
）  

“Bayān al-m
ajlis al-w

izārī li-m
una ẓẓam

āt al-duw
al al-

‘Arabīyah al-m
u ṣaddirah lil-naft,

” Kuw
ait, 17 O

ctober 1973, in  
al-Siyāsah 

（Kuw
ait

）, 18 O
ctober 1973, in Jūrj Khūrī N

a ṣrallah 

（ed.

）, al-W
athā

’iq al-Filas ṭīnīyah al-

‘Arabīyah li-

‘ām 1973 

（Beirut: M
u

’assasat al-D
irāsāt al-Fila ṣtīnīyah, 1976

）, pp. 379 -380

（「
ア
ラ
ブ
石
油
輸
出
国
機
構
石
油
相
会
議
決
議
」（
ク
ウ
ェ
ー
ト
、

一
九
七
三
年
一
〇
月
一
七
日
）、『
ア
ッ
ス
ィ
ヤ
ー
サ
』
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
一
九
七
三
年
一
〇
月
一
八
日
、
ジ
ュ
ー
ル
ジ
ュ
・
フ
ー
リ
ー
・
ナ
ス
ラ
ッ

ラ
ー
編
『
ア
ラ
ブ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
文
書 
一
九
七
三
年
版
』
ベ
イ
ル
ー
ト
：
パ
レ
ス
チ
ナ
研
究
所
、
一
九
七
六
年
、
三
七
九
―
三
八
〇
頁
）。 

日

本
語
訳
は
浦
野
起
央
編
『
資
料
体
系 

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
国
際
関
係
政
治
社
会
史
』
パ
ピ
ル
ス
出
版
、
一
九
八
一
年
、
第
三
巻
、
中
東Va

、
二

九
一
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
2
）  G

eorge Lenczow
ski, 

“The O
il-Producing Countries

” in Raym
ond Vernon 

（ed.

）, The O
il Crisis 

（N
ew
 York: N

orton, 1976

）,  
p. 61.

（
3
）  W
illiam

 Q
uandt, Saudi A

rabia in the 1980s: Foreign Policy, Security, and O
il （W

ashington, D.C.: The Brookings Institution, 
1981

）, p. 112.

（
4
）  Tim

 N
iblock, Saudi A

rabia: Power, Legitim
acy and Survival （London: Routledge, 2006

）, pp. 59 -60.

（
5
）  

ダ
ニ
エ
ル
・
ヤ
ー
ギ
ン
（
日
高
義
樹
、
持
田
直
武
訳
）『
石
油
の
世
紀
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
一
年
、
下
巻
、
二
八
一
頁
。

（
6
）  Abdulaziz al-Sow

ayegh, A
rab Petropolitics （London: Croom

 H
elm
, 1984

）, p. 125; Sheikh Rustum
 Ali, Saudi A

rabia and O
il 

D
iplom

acy （N
ew
 York: Preager Publishers, 1976

）, p. 108.
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（
7
）  

第
四
次
中
東
戦
争
直
前
の
一
九
七
三
年
九
月
の
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
各
国
の
石
油
生
産
量
は
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
：
八
五
七
万
バ
レ
ル
／
日

（
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
諸
国
全
体
の
四
三
％
）、
ク
ウ
ェ
ー
ト
：
三
五
二
万
バ
レ
ル
／
日
（
同
一
八
％
）、
リ
ビ
ア
：
二
二
八
万
バ
レ
ル
／
日
（
同
一
一
％
）、

イ
ラ
ク
：
二
一
一
万
バ
レ
ル
／
日
（
同
一
一
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
た
。
表
２
も
参
照
。

（
8
）  
渥
美
堅
持
「
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
問
題
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
『
国
際
問
題
』
第
一
八
一
号
、
一
九
七
五
年
四
月
、
三
七
―
四
一

頁
。

（
9
）  
近
藤
重
人
「
第
一
次
石
油
危
機
時
の
ア
ラ
ブ
諸
国
間
外
交

―
ア
ラ
ブ
の
石
油
政
策
形
成
に
果
た
し
た
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
役
割
、
一
九
七
三
年
一

月
―
一
一
月

―
」『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
第
五
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
一
―
三
七
頁
。

（
10
）  

エ
ジ
プ
ト
の
ナ
セ
ル
大
統
領
は
、
東
地
中
海
に
停
泊
中
の
ア
メ
リ
カ
の
空
母
が
イ
ス
ラ
エ
ル
側
に
立
っ
て
戦
闘
に
参
加
し
た
と
主
張
し
た
が
、

そ
れ
は
全
く
事
実
無
根
な
主
張
で
あ
っ
た
。W

illiam
 Rugh, 

“Arab M
edia and Politics during the O

ctober W
ar,

” M
iddle East Journal, 

29 （Sum
m
er 1975

）, p. 310.

（
11
）  Rosem

arie Said Zahlan, Palestine and the G
ulf States: The Presence at the Table （London: Routledge, 2009

）, p. 37.

（
12
）  M

inistry of Planning, The State of Kuw
ait, Population Census 1970 

（Kuw
ait: Central Statistical O

ffice, 1972

）, p. 9.

し
か
し
、

当
時
の
駐
ク
ウ
ェ
ー
ト
・
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
の
一
書
記
官
は
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
人
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
は

ず
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。Anita Burdett 

（ed.

）, Records of Kuwait 1966 -1971, Vol. V
: 1970 

（U
K: Archive Editions, 2003

）,  
p. 166.

（
13
）  Ann M

. Lesch, 

“Palestinians in Kuw
ait,

” Journal of Palestine Studies, Vol. 20, N
o. 4 （Spring 1991

）, p. 44.

（
14
）  Jill Crystal, O
il and Politics in the G

ulf: Rulers and M
erchants in Kuwait and Q

atar 

（Cam
bridge U

niversity Press, 1990

）,  
p. 82.

（
15
）  

“Statem
ent by the Kuw

aiti Crow
n Prince and Prem

ier Jaber al-Ahm
ad al-Jaber al-Sabah,

” 22 February 1968, in A
l-A
hram

 

（Cairo

）, in Zuhair D
iab 

（ed.

） International D
ocum

ents on Palestine 1968 

（Beirut: The Institute for Palestine Studies, 1971

）, 
pp. 316 -317.

（
16
）  

“Address by the Kuw
aiti D

uputy Prim
e M
inister Sa

’d al-Abdullah al-Sabah at the O
pening of the Third Conference of Ku-

w
aiti Students N

ational A
ssociation,

” Kuw
ait, 24 Septem

ber 1968, in A
l-Rā

’y al-Ā
m
m
, in Zuhair D

iab 

（ed.

） International 
D
ocum

ents on Palestine 1968 （Beirut: The Institute for Palestine Studies, 1971

）, pp. 442 -443.
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（
17
）  

“Speech by Shaikh Sabah al-Salem
 al-Sabah, Ruler of Kuw

ait, at the O
pening of the Fourth O

rdinary M
eeting of the N

a-
tional Assem

bly,

” 28 O
ctober 1969, in A

l-Siyāsah, in W
alid Khadduri （ed.

） International D
ocum

ents on Palestine 1969 （Beirut: 
The Institute for Palestine Studies, 1972

）, pp. 798 -799.
（
18
）  M

iddle East Econom
ic Survey （N

icosia

）, 20 M
arch 1970; 10 April 1970.

第
一
回
ア
ラ
ブ
石
油
会
議
は
ア
ラ
ブ
連
盟
の
石
油
部
門
の

主
催
で
一
九
五
九
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
。

（
19
）  M

iddle East Econom
ic Survey, 27 M

arch 1970, p. 5.

（
20
）  W

illiam
 Q
uandt, D

ecade of D
ecisions: A

m
erican Policy toward the A

rab-Israeli Conflict, 1967 -1976 （Berkeley, CA: U
niver-

sity of California Press, 1977

）, p. 67.

（
21
）  M

iddle East Econom
ic Survey, 19 June 1970.

（
22
）  

“Bayān al-Shaykh Jābir al-A
ḥm
ad al-Jābir al- Ṣabāh, w

alī al-

‘ahd w
a-raīs m

ajlis al-w
uzarā

’ al-Kuw
aytī haw

la ba

‘d al-qadāyā,

” 
Kuw
ait, 24 June 1970, in al-Siyāsah, in Jūrj Khūrī N

a ṣrallah （ed.

）, al-W
athā

’iq al-Filas ṭīnīyah al-

‘Arabīyah li-

‘ām 1970 （Beirut: 
M
u

’assasat al-D
irāsāt al-Fila ṣtīnīyah, 1972

）, p. 492

（「
ジ
ャ
ー
ビ
ル
皇
太
子
に
よ
る
声
明
」
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
一
九
七
〇
年
六
月
二
四
日
、

『
ア
ッ
ス
ィ
ヤ
ー
サ
』
一
九
七
〇
年
六
月
二
五
日
、
ジ
ュ
ー
ル
ジ
ュ
・
フ
ー
リ
ー
・
ナ
ス
ラ
ッ
ラ
ー
編
『
ア
ラ
ブ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
文
書
　
一
九
七

〇
年
版
』
ベ
イ
ル
ー
ト
：
パ
レ
ス
チ
ナ
研
究
所
、
一
九
七
二
年
、
四
九
二
頁
）。
翻
訳
に
際
し
て
は
次
の
英
訳
も
参
考
に
し
た
。W

alid Khad-
duri 

（ed.

）, International D
ocum

ents on Palestine 1970 

（Beirut: The Institute for Palestine Studies; Kuw
ait: The U

niversity of 
Kuw
ait, 1973

）, p. 852.

（
23
）  

“Mashurū

‘ jaw
āb m

ajlis al-um
m
ah al-Kuw

eitī 
‘an al-khitāb al-Am

īrī

” （Kuw
ait

） in al-Rā

’y al-

‘Ām
m
 （Kuw

ait

）, 12 April 1971, 
in Jūrj Khūrī N

a ṣrallah 

（ed.

）, al-W
athā

’iq al-Filas ṭīnīyah al-

‘Arabīyah li-

‘ām
 1971 

（Beirut: M
u

’assasat al-D
irāsāt al-

Fila ṣtīnīyah, 1974

）, p. 289

（「
皇
太
子
の
発
言
に
対
す
る
国
民
議
会
の
返
答
」（
ク
ウ
ェ
ー
ト
）、『
ア
ッ
ラ
ー
イ
・
ア
ル
・
ア
ー
ン
ム
』
ク

ウ
ェ
ー
ト
、
一
九
七
一
年
四
月
一
二
日
、
ジ
ュ
ー
ル
ジ
ュ
・
フ
ー
リ
ー
・
ナ
ス
ラ
ッ
ラ
ー
編
『
ア
ラ
ブ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
文
書 

一
九
七
一
年
版
』

ベ
イ
ル
ー
ト
：
パ
レ
ス
チ
ナ
研
究
所
、
一
九
七
四
年
、
二
八
九
頁
）。
筆
者
に
よ
る
翻
訳
。

（
24
）  From

 G
oodison （FCO

 Arabian D
epartm

ent

）, 19 Septem
ber 1970, in Anita Burdett （ed.

）, Records of Kuwait 1970 （U
K: Ar-

chive Editions, 2004

）, p. 165.

（
25
）  

“Text of the Reply by the Kuw
ait N

ational Assem
bly to the Am

iri Speech
” （Kuw

ait, 8 D
ecem

ber 1970

） in Khadduri, Inter-
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national D
ocum

ents 1970, pp. 980 -981, 1002 -1003.

（
26
）  

“Speech by Crow
n Prince and Prim

e M
inister al-Sabah of Kuw

ait at the closing Session of the N
ational Assem

bly on H
is 

Country

’s Position Tow
ards the Palestinian Resistance and the conflict in Jordan,

” Kuw
ait, 30 D

ecem
ber 1970, in Khadduri, 

International D
ocum

ents on Palestine 1970, p. 1012.
（
27
）  
富
田
広
士
「
エ
ジ
プ
ト
・
サ
ダ
ト
政
権
初
期
の
国
内
政
治

―
一
九
七
〇
年
〜
七
三
年

―
」『
法
学
研
究
』
第
六
〇
巻
、
第
一
号
、
一
九
八

七
年
一
月
、
二
〇
七
頁
。

（
28
）  N

ew York Tim
es, 24 July 1971.

（
29
）  

サ
ダ
ト
大
統
領
は
そ
の
理
由
を
、
世
界
の
大
国
の
目
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
勃
発
し
た
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
戦
争
に
向
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る

と
説
明
し
た
。
富
田
「
エ
ジ
プ
ト
・
サ
ダ
ト
政
権
初
期
の
国
内
政
治
」、
二
〇
八
頁
。

（
30
）  G

eorge Lenczow
ski, M

iddle East O
il in a Revolutionary A

ge 

（W
ashington D.C.: Am

erican Enterprise Institute for Public 
Policy Research, 1976

）, pp. 5 -6.

（
31
）  

ア
ン
ワ
ル
・
エ
ル
・
サ
ダ
ト
（
読
売
新
聞
外
報
部
訳
）『
サ
ダ
ト
・
最
後
の
回
想
録
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
八
二
年
、
六
一
頁
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ジ
ャ
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ク
・
ブ
ノ
ア
メ
シ
ャ
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（
牟
田
口
義
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訳
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ア
ラ
ビ
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王
　
フ
ァ
イ
サ
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』
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書
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、
一
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七
六
年
、
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七
頁
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）  

鹿
島
正
裕
『
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政
治
入
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：
現
状
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』
第
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書
館
、
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〇
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〇
年
、
六
七
頁
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）  Antony Best, Jussi H
anhim

aki, Joseph A M
aiolo, Kirsten E. Schulze, International H

istory of Twentieth Century, 2nd ed. 

（Routledge, 2004

）, p. 281.

（
35
）  Trevor M

ostyn, M
ajor Political Events in Iran, Iraq and the A

rabian Peninsula 1945 -1990 （N
ew
 York: Facts on File, 1991
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